
     

１．実施概要

【目　　的】

【実施期間】

2025年2月21日～3月4日

【対　　　象】

2024年度ワークスタディに参加した学生

【実施方法】　

WEBアンケート（QRコード付のアンケート用紙を配布）

【回答者数】

4名

【集　　計】

２．アンケート結果内容

１．名前
回答者：４

２．2024年度のワークスタディに参加して、満足度は？
回答者：４

2024年3月

　今回実施したアンケートは、学生たちの要望を把握し、今後のワークスタディ事業の運営改善に

書架移動、イベント準備・参加などに従事し、大学図書館に関する知識の習得に努めました。

　ワークスタディ事業は、学生の社会性向上を目的とした取り組みです。図書館では、排架整備、

活かすことを目的としています。
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３．２で答えた理由を教えてください。
回答者：４

・図書館司書を取得する上で非常に経験になった。
・図書館で実際に行っている業務をさせていただく事があり、勉強にもなったからです。
・本の運搬や点検など大変な作業も経験できたため。
・事務員の方皆さんとても優しく気軽に楽しく活動をすることができました。

４．図書館業務の中で、意欲的に取り組めた業務にチェックをつけてください。（複数回答可）
回答者：４

５．図書館業務の中で、意欲的に取り組めなかった業務にチェックをつけてください。（複数回答可）
回答者：４

６．ワークスタディの中で、やってみたかった業務はありますか？
回答者：４

・大体経験できました。
・移動図書館をやってみたかったです。
・特になし
・絵本用テプラの作成
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７．業務の指示や説明は適切でしたか？
回答者：４

８．７で答えた理由を簡単に教えてください。
回答者：４

・毎回丁寧に教えていただきました。
・どのような業務でどういった作業なのか、分かりやすく指示してくださったからです。
・分からないことでも優しく教えてもらえた。
・やるべきこと、しようとしていることを優しく分かりやすく教えていただきました

９．シフトの回数は適切でしたか？（図書館の業務と学業を両立できたかを問う質問です）
回答者：４

10．9で答えた理由を教えてください。
回答者：４

・空きコマが少なく、長期休暇でも実習や課外活動で忙しくほとんどシフトに入れませんでした。
・テスト期間はあまり、シフトに入る事ができなかったからです。
・実習で夏休みは入らなかったが、空き時間に取り組むことができたため。
・週2コマ(3時間)程度だったので空きコマなど気軽に入れてよかったです。
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11．来年度もワークスタディに参加したいですか？（来年度以降も在学する方のみ答えてください）
回答者：３

12．ワークスタディに参加した感想を自由に書いてください。
回答者：４

・入学前から図書館でのワークスタディを行いたいと思っていたこともあり、意欲的に取り組めました。
参加できて非常に勉強になりました。なかなかシフトに入れなかったことに悔いが残っています。
・図書館司書の資格を取得しようとしている身としては図書館の業務をお手伝いできる事は大変、
勉強になり、楽しかったです。
・本の運搬が大変で体力もいるものだと感じることが出来た。
職員の方が優しくて取り組みやすかった。
・このワークスタディを通して図書館の業務について知ることができました。
図書業務では想像していたより力仕事で普段働かれている事務員は大変なのだなと思いました。
短い間でしたが、楽しく活動することができました。
一年間ありがとうございました。

３．まとめ

 　今年度のワークスタディに参加した学生の満足度は、全体として高くなりました。所属によっては実
習や授業が忙しく、両立が難しい学生がいましたが、授業の空コマを利用し学業とワークスタディの
活動をうまく両立できた学生もいました。図書業務の一環として夏期・春期の休暇中には、書庫での
業務や書架移動など力仕事を中心に作業を行いましたが、意欲的に取り組めました。
　また、図書館司書課程を受講している学生にとっては、図書館での業務を体験するよい機会に
なった
ことが伺えます。
　改善点として、移動図書館などのイベントは前もって告知し、出勤を調整しておく必要がありまし
た。そうすることでより多くの学生と協力でき、学生にとっても経験になったのではないかと考えます。
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